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依存症について

１ 依存症とは

特定の何かに心を奪われ、「やめたくても、やめられない」状態になること

〇 人が依存する対象は様々であり、代表的なものに、アルコール・薬物・ギャンブル等がある

〇 このような特定の物質や行為・過程に対して、やめたくても、やめられないほどほどにできない
状態をいわゆる依存症という

（厚生労働省ＨＰより）

２ 依存症の種類

依存症の種類は大きく分けて「物質への依存」と「プロセスへの依存」の２種類

（物質への依存）
〇 アルコールや薬物といった精神に依存する物質を原因とする依存症状のこと
〇 依存性のある物質の摂取を繰り返すことによって、以前と同じ量や回数では満足できなくなり、

次第に使う量や回数が増えていき、使い続けなければ気が済まなくなり、自分でもコントロール
ができなくなる

（プロセスへの依存）
〇 物質ではなく特定の行為や過程に必要以上に熱中し、のめりこんでしまう症状のこと

（厚生労働省ＨＰより）

ギャンブル等依存症はプロセスへの依存（行動嗜癖）に該当

依存症について

３ 依存症の問題点

依存対象のことを大事にしすぎることで、自分や家族の生活に不都合が生じる

〇 飲酒や薬物使用、ギャンブルなどの行為を繰り返すことによって脳の状態が変化し、自分で自分の
欲求をコントロールできなくなる

〇 だんだんと飲酒や薬物使用、ギャンブルなどの行為を第一に考えるようになってしまい、他のこと
がおろそかになり、社会生活をしていく上で優先しなければいけない色々な活動を選択することが
できなくなっていく

〇 その結果、自分や家族の健全な社会生活に悪影響を及ぼす可能性がある

（厚生労働省ＨＰより）

（悪影響の例）

◆ 睡眠や食事がおろそかになり、本人の健康を害す

◆ 嘘をついて家族との関係を悪化させる

◆ 仕事や学校を休みがちになり、続かなくなる

◆ 隠れて借金をしたり、お金を工面するために手段を択ばなくなる
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ギャンブル等依存症について

１ 概要

「ギャンブル等依存症」とは、ギャンブル等（法律で定めるところにより行わ
れる公営競技、ぱちんこ屋に係る遊技その他の射幸行為をいう。）にのめり込
むことにより日常生活又は社会生活に支障が生じている状態をいう。

〇 ギャンブル等依存症とは、その人の人生に大きな損害が生じるにも関わらず、ギャンブルを続けたい
という衝動が抑えられない病態をいう

（※1970年代後半にＷＨＯにおいて「病的賭博」という名称で正式に病気として認められた）

（久里浜医療センターＨＰより）

（ギャンブル等依存症対策基本法 第二条）

（ギャンブル等依存症の主な症状）

◆ ギャンブルにのめり込む ◆ 興奮を求めて掛金が増えていく

◆ ギャンブルをしないと落ち着かない ◆ 負けたお金をギャンブルで取り返そうとする

◆ ギャンブルを減らそう、やめようとしても ◆ ギャンブルのことで嘘をついたり借金したりする
うまくいかない

〇 ギャンブルをする人は誰でもギャンブル等依存症になり得る

〇 ギャンブルがなかなかやめられないのは、脳内の報酬系等の機能異常が原因と考えられる

〇 ギャンブル等依存症の方々は負けが続いても最終的には勝てると確信している等、ギャンブルに
対する考え方が偏っていることが多い

〇 このような考え方の偏りを見直したり、日常生活を変えたりすることでギャンブルをしたい気持ち
を低減させる等、効果的な対処法を身につける認知行動療法が有効とされているほか、自助グループ
のミーティングに参加することも回復の助けになる

ギャンブル等依存症に関する
国等の動向について
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１ ギャンブル等依存症対策基本法（平成30年10月施行）

（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）

（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）
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２ ギャンブル等依存症対策推進基本計画（平成31年４月19日閣議決定）

（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）

（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）
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（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）

（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）
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（ギャンブル等依存症対策推進本部ＨＰより）

３ 計画策定に関する他の自治体の動向について
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